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長野県における市民協働による環境保全活動の実態
に関する研究 : 松本市と長野市を事例として
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Abstract
　In	 recent	 years	 in	 Japan,	 environmental	
problems,	 especially	 garbage	（general	waste）	
prob l ems 	 a re 	 ge t t i ng 	 s e r i ou s 	 a s 	 u rban	
development	 progresses.	This	 study	 is	 a	 case	
study	 of	Nagano	City	 and	Matsumoto	City	 in	
Nagano	Prefecture.	 In	order	to	clarify	 the	actual	
situation	of	preservation	of	environmental	by	civic	
cooperation	of	 the	 two	 cities	 and	 the	direction	
of	 carrying	out	 the	 activities	 in	 the	 future,	we	
conducted	 a	questionnaire	 and	hearing	 to	 two	
cities	 in	Nagano	prefecture	 to	 learn	 the	current	
state	of	the	environmental	activities.
　Based	on	 the	result,	 the	 findings	obtained	are	
that	most	 of	 the	participating	 organizations	 in	
Nagano	 city	 participate	 in	 group	 collection	 of	
resources,	 and	Matsumoto	City	 is	being	mainly	
implemented	 by	 town	 councils,	 and	 both	 of	
the	 two	 emphasis	 on	 environmental	 education,	
Nagano	City	thinks	that	the	way	of	administrative	
guidance	 and	 the	 or ig inal 	 environmental	
conservation	activities	are	not	so	 important.	The	
issues	are	that	two	cities	think	that	environmental	
awareness	 enlightenment	 for	 foreign	 residents	
and	regional	collaboration	are	important,	but	both	
have	not	implemented	any	measure	yet.
　In	 this	 research , 	 in	 order	 to	 so lve	 the	
problems	 that	 the	 two	cities	have,	we	proposed	
environmental	 awareness	 enlightenment	 for	
foreign	residents	and	regional	collaboration	 from	
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極的に実施し、2 年（2014—2015）連続で、1 人 1 日あ
たりのごみ排出量が全国で少ない順で 1位注 2 となって
いる。
　特に、長野県松本市が食べ残しを削減することを目的
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環境省の統計注1によると、1987 年から 2000 年までの













あたりのごみ排出量が全国少ない順で 1 位注 2 となっ
ている。 
特に、長野県 が食べ残しを削減することを目














する特例市であり、人口約 24 万人（県内で 2 番目に
多い）、面積 978.47 km²（県内で一番大きい）の都市
である。市内には国宝松本城をはじめ、開智学校など

















































長野県 77 市町村のうち、19 の市があり、松本市と
長野市が人口と面積が最大の二市である。 
表 1、2のように、二市における経営耕地面積に基づ
き、1 人 1 日あたりの生活系ごみ排出量が同じレベル
にある。しかし、松本市の事業所数が長野市より約
7,000 少なく、一般飲食店数、商業事業所数、サービ
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（2）松本市と長野市のごみに関する現状について
















































































          長野県における市民協働による環境保全活動の実態に関する研究 
—松本市と長野市を事例として— 






表 1 松本市と長野市の 1人 1日あたりのごみ排出量の比較 




合計（g） 1,070 942 
生活系（g） 581 646 
事業系（g） 467 297 
出典：長野県地域別・市町村別 100 の指標（H26） 
 
表２ 松本市と長野市の事業状況・農業状況の比較（H26） 
 松本市 長野市 
事業所数＊（事業所） 13,599  20,324 
従業者数＊（人） 129,566 197,895
1 事業所当たり従業者数（人） 9.5 9.7 
商業事業所数（事業所） 3,437 4,842 
一般飲食店数（店） 1,502 1,887 
サービス事業所数（事業所） 2,515 4,048 
経営耕地面積（ha） 5,437 4,780 
農業就業人口（人） 6,574 8,748 





















集団回収量（t） 1,929 12,528 
直接資源化量（t） 7,815 15,055 
中間処理後再生利用量（t） 3,913 6,775 
合計（t） 13,657 34,358 
出典：環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課「ごみ資
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調査日程	：	2015 年 11 月 9 日（松本市）
対	象	者	：	建築部	都市政策課	都市デザイン担当者		
											 	 5 名（松本市）
調査日程	：	2017 年 6 月 15 日（長野市）
対	象	者	：	生活環境課担当者 1名（長野市）
（2）アンケート調査の概要
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2015 年まで事業費が 40,200 円から 688,000 円まで増加し
た注8。
　不用食器リサイクル事業の効果については、図 3のよ
うに、2007 年から 2014 年までリサイクル量が増加傾向















写真 1「30・1 運動」のマーク   写真 2 卓上三角柱 POP 









また、2017 年 8月 8日まで、87推進店と 45推進事



















表７ 不用食器リサイクル事業の開催地区及び日程、場所  
開催地区 日程 場所 
波田地区 
2017 年 9 月 2日（土曜日） 
2017 年 9 月 3日（日曜日） 
波田公民館 
駐車場 
松原地区 2017 年 6 月 4日（日曜日） 
松原地区公民館 
駐車場 









2015 年まで事業費が 40,200 円から 688,000 円まで増
加した注 8。 
不用食器リサイクル事業の効果については、図 3の
ように、2007 年から 2014 年までリサイクル量が増加













図 3 不用食器リサイクル事業のリサイクル量 





































































写真 1「30・10 運動」のマーク   写真 2 卓上三 POP 









また、2017 年 8月 8日まで、87推進店と 45推進事



















表７ 不用食器リサイクル事業の開催地区及び日程、場所  
開催地区 日程 場所 
波田地区 
2017 年 9 月 2日（土曜日） 
2017 年 9 月 3日（日曜日） 
波田公民館 
駐車場 
松原地区 2017 年 6 月 4日（日曜日） 
松原地区公民館 
駐車場 









2015 年まで事業費が 40,200 688,000
加した注 8。 
不用食器リサイクル
ように、20 7 年から 2014













図 3 不用食器リサイクル事業のリサイクル量 






























































波田地区 2017 年 9 月 2 日（土曜日）2017 年 9 月 3 日（日曜日）
波田公民館
駐車場
松原地区 2017 年 6 月 4 日（日曜日） 松原地区公民館駐車場















対象としたこのアンケートにおける問 20「行政 44 施策







のアンケートの問 21「行政 45 施策の優先度」について
高い順で環境保全と関連する「不法投棄や公害の防止」
が 19 位 「自然環境と生態系の保全」が 22 位、「ゴミの
図 3　不用食器リサイクル事業のリサイクル量
出典：	松本市平成 26 年版「平成 25 年度　第 3次松本市環境基
本計画年次報告書」
 








写真 1「30・10 運動」のマーク   写真 2 卓上三角柱 POP 









また、2017 年 8月 8日まで、87推進店と 45推進事

















のであ 注 7。 
 
表７ 不用食器リサイクル事業の開催地区及び日程、場所  
開催地区 日程 場所 
波田地区 
2017 年 9 月 2日（土曜日） 
2017 年 9 月 3日（日曜日） 
波田公民館 
駐車場 
松原地区 2017 年 6 月 4日（日曜日） 
松原地区公民館 
駐車場 









2015 年まで事業費が 40,200 円から 688,000 円まで増
加した注 8。 
不用食器リサイクル事業の効果については、図 3の
ように、2007 年から 20 4 年までリサイクル量が増加













図 3 不用食器リサイクル事業のリサイクル量 
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表8　二市の住民発意などの重要さについての考え＊
          長野県における市民協働による環境保全活動の実態に関する研究 
—松本市と長野市を事例として— 
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注
1）	 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課循環型社会推進室「日本の廃棄物処理の歴史と現状」（2014 年 2 月）。
2）	 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課「日本の廃棄物処理（各年度版）」。
3）	 長野県庁の資源循環推進課担当者へのヒアリング調査による（2017 年 6 月 15 日午後 2時から 3時まで）
4）	 直接資源化量（紙類+金属類+ガラス類+ペットボトル+容器包装プラスチック+プラスチック類+布類+廃食用油+その他）、
中間処理後再生利用量（紙類 +金属類 +ガラス類 +ペットボトル +容器包装プラスチック +プラスチック類 +布類 +肥料 +飼




7）	 出典：広報まつもと 2015 年 8 月号
















9）	 高屋	稔申 , 西	英子（2006）「ごみ減量化へ向けた効果的取り組みに関する研究―水俣市の分別収集とシステムを事例に―」、学術講
演梗概集F-1, 都市計画 , 建築経済・住宅問題 2006,625-626
10）	松本市政策部　広報課「広報まつもと 2015 年 8 月号」
11）	松本市環境部　環境政策課「平成 25 年度　第 3次松本市環境基本計画年次報告書」平成 26 年版
12）	松本市環境部　環境政策課「松本市行政事業評価（平成 27 年度）」
13）	長野市環境部生活環境課「平成 28 年度長野市ごみ処理概要（平成 27 年度結果　平成 28 年 6 月発行）」
14）	長野県企画振興部情報政策課統計室の統計情報ホームページ　http://www3.pref.nagano.lg.jp/tokei/0_top/main/index.html
15）	環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課「ごみ資源化の状況（平成 27 年度実績）」
16）	長野市企画政策部　広報広聴課「平成 28 年度まちづくりアンケート報告書」（平成 29 年 3 月）
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